（別紙）

	入札の前日までに提出する書類

	(1)競争入札参加資格審査申請書(建設工事)
(2)総括表

(3)技術者数調書

(4)技術者経歴書

(5)工事経歴書

(6)使用印鑑届／委任状

(7)資本関係及び役員兼任に関する調書

(8)事務所等位置図・事務所等写真

(9)建設業の許可証明書の写し

(10)登記事項証明書(登記簿謄本)(法人の場合)

(写し可)

身分証明書(個人の場合)(写し可)

(11)所在地の市区町村における全ての税目の「滞納の無いことの証明書(写し可)」又は「納税証明書(写し可)」

(12)印鑑証明書(法人の場合)(写し可)
印鑑登録証明書(個人の場合)(写し可)
(13)条件付一般競争入札参加資格確認申請書
(14)同種・類似工事の施工実績調書

(15)監理技術者の資格・工事経験調書

(16)主任技術者の資格・工事経験調書

(17)契約に係る指名停止等に関する申立書(国、県、市それぞれの様式)
(18)不当事項として指摘された工事等への関係の有無に係る申立書
(19)誓約書
上記の様式については株式会社出雲ファームのホームページから入手すること。

（https://izumo-farm.jp/category/news）
なお、提出先は公告に定める問い合わせ先とする。

	入札の方法
	(1)会場入札とする。
(2)入札書及び工事費内訳書は会場で提出すること。
(3)入札の執行回数は３回までとする。

	質問書の受付及び回答の方法

	設計図書等に関して質問がある場合は、指定する様式により、質問書を公告に定める問い合わせ先に提出すること。また、その回答は、入札日の前日までの間において直ちに公告に定める問い合わせ先及び株式会出雲ファームのホームページで閲覧に供する。
（https://izumo-farm.jp/category/news）

	入札の中止

	次のいずれかに該当するときは、当該工事に係る入札を中止する。

(1)１者のみが入札に参加し、１回目で落札しなかった場合

(2)発注者が入札の中止が必要と認める場合

	無効入札
	（無効とする入札）

次の各号のいずれかに該当する場合は、当該入

札を無効とする。

ア 入札に参加する資格のない者がした入札

イ 入札書記載事項（工事名、入札価格、年月日及び入札者等）の漏れ、又は誤記等により内容が確認できない入札

※入札者等とは、入札書の宛先、入札者の住所、商号又は名称及び代表者職氏名とする。

ウ 入札書記載の金額を加除訂正した入札

エ 入札者本人又は代理人の記名押印のない入札書による入札。

※ここでいう印とは、入札者本人が入札する場合はあらかじめ使用印として届出されたもの又は代理人が入札する場合は委任状の受任者使用印欄に押印されたものとする。

オ 内訳書等の提出が義務づけられている入札で、内訳書等が提出されない入札

カ 入札価格と内訳書等の金額が異なる入札

キ 入札書と内訳書等の工事名、又は件名が異なる入札

ク 入札時に提出する内訳書等に、入札者の住所、商号又は名称及び代表者職氏名のない入札

ケ 同一人が同一事項の入札について２通以上した入札

コ 同一事項の入札において、代表者が同一人である複数の入札者が行った入札

サ 入札に際して虚偽又は不正の行為があった入札

シ 明らかに談合によると認められる入札又は談合の疑いが払拭できない入札

ス 民法（明治２９年法律第８９号）第９５条（錯誤）により無効と認められるものを提出した者

セ その他指定した入札条件と合致しない入札

ソ 指定した時刻までに入札会場に入場できなかった者（入札の意思を有し来場した者）

タ 委任事項等が明確に記載された委任状を提出しない又は代理人としての権限を有しない者がした入札

チ 代理人が入札する場合、代理人の記名押印のない入札書による入札

ツ 同一事項の入札において他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札

	落札者の決定方法
	(1)有効に提出された入札参加資格確認書類により、落札候補者の入札参加資格があることが確認できた場合は、当該落札候補者を落札者とする。

(2)落札候補者の入札参加資格がないと確認された場合は、当該落札候補者のした入札は無効となり、当該落札候補者に次ぐ低価格で有効な入札をした者があるときは、その者を新たに落札候補者に指定して、この項に定めるところにより落札者を決定する。

	契約条項等の閲覧の方法
	契約条項等については株式会社出雲ファームにおいて閲覧できる。

	その他必要な事項


	(1)この入札は、最低制限価格制度を適用しない。

(2)申請書及び資料の作成並びに申込みに係る費用は、提出者の負担とする。

	


